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2019 年度 第 1回町田市自殺対策推進協議会 会議録要旨 

 

1 日時 2019 年 4 月 25 日(木) 14 時 00 分～15 時 30 分 

 

2 場所 町田市庁舎 2階 市民協働おうえんルーム 

 

3 出席者 

 秋法律事務所弁護士 秋山一弘委員、北里大学医学部精神科学講師 新井久

稔委員、特定非営利活動法人全国自死遺族総合支援センターセンター会員弁

護士 川合きり恵委員、特定非営利活動法人東京多摩いのちの電話副理事長 

早借洋一委員(職務代理)、八王子労働基準監督署町田支署監督・安衛課長 風

祭惠一委員、町田公共職業安定所次長 宮嶋修委員、警視庁町田警察署生活

安全課長 守重正俊委員、警視庁南大沢警察署生活安全課課長代理 比嘉健

二委員、町田消防署警防課長 伊藤聖悦委員、町田市民生委員児童委員協議

会鶴川第一民生委員児童委員協議会会長 井上儀人委員、一般社団法人町田

市医師会理事 中川種栄委員(会長)、公益社団法人東京都町田市歯科医師会

副会長 音琴三郎委員、一般社団法人町田市薬剤師会理事 安岡史紀委員、

社会福祉法人町田市社会福祉協議会次長 叶内昌志委員、町田商工会議所総

務部部長 八木満委員、町田市町内会自治会連合会副会長 大川原久委員、

町田市公立小学校長会町田市立つくし野小学校長 佐々木研一委員 

 

事務局 田中健康推進課長、古川健康推進課担当課長、健康推進課職員 2名 

 

4 資料 

【資料１-１】町田市自殺対策計画概要版 

【資料１-２】町田市自殺対策計画全体版 

【資料２-１】２０１８年度自殺対策推進事業 

【資料２-２】仕事とこころ「いのち」支える！総合相談会の結果 

【資料２-３】総合相談会開催データ（2015 年度から 2018 年度までの傾向） 

【資料２-４】２０１８年度ゲートキーパー養成講座データ 

【資料２-５】２０１８年度１１月ゲートキーパー養成講座アンケート結果 

【資料２-６】２０１８年度３月ゲートキーパー養成講座アンケート結果 

【資料３】２０１８年町田市の自殺に関するデータ 

【資料４-１】２０１９年度町田市自殺対策計画スケジュール（案） 

【資料４-２】町田市自殺対策計画５ヶ年スケジュール【主な取組】(案) 

【資料４-３】町田市自殺対策計画５ヶ年スケジュール【関連事業(地域)】(案) 
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【資料４-４】町田市自殺対策計画５ヶ年スケジュール【関連事業(町田市)】(案) 

【資料４-５】２０１９年度主な事業の変更点(案) 

【参考資料】２０１９年度ゲートキーパー養成講座チラシ 

【参考資料】わかちあいの会『まちだ』ゆっくりカフェチラシ 

【参考資料】２０１９年度町田市自殺対策推進協議会委員一覧 

【当日配布資料】座席表 

【当日配布資料】自殺に関連するグーグル検索対応事業業務委託レポート 

 

5 議事要約 

（1）開会 

事務局から開会が宣言された。 

 

（2）報告事項 

① 事務局から「町田市自殺対策計画について」報告があった。 

 

（質疑） 

会長：地域の状況がよくわかる計画が出来たと思う。概要版も見やすいと好評

であった。 

 

② 事務局から「２０１８年度自殺対策推進事業について」報告があった。 

 

（質疑） 

委員：総合相談会について、9 月より 3 月が増えている要因はあるか。また、

どのような方が来られていたか。 

事務局：チラシの配布場所を増やしたのと、地域の情報紙に掲載があったこと 

などが要因と考えられる。また、相談に来られていた方の特徴としては、 

ご自身の悩みより、ご家族の悩みを抱え相談に来られているケースが多か 

った。 

会長：ゲートキーパー養成講座と総合相談会について、身近で参加した方の傾

向をみると、ゲートキーパー養成講座と総合相談会の案内が両面になった

チラシを見て参加した人が多く、効果があったと思われる。 

 

③ 事務局から「２０１８年町田市の自殺に関するデータについて」報告があ

った。 

委員：自殺の原因と動機について、健康問題については病気の悩み、勤務問題

については職場の人間関係、経済・生活問題では介護疲れや孤独、事業不



 3 

振が要因としてあった。家庭問題については夫婦関係の不和が最も多く、

後追い自殺もあった。また、月毎の推移では、2019 年の方が、2018 年と

比べると現状では減少傾向ではある。 

委員：家庭問題として、子どもの問題でお母さんが悩むという要因もある。 

 

（3）協議事項 

事務局から「２０１９年度自殺対策推進スケジュールについて」報告があっ

た。 

 

（質疑） 

委員：市民向けゲートキーパー養成講座について、同じ内容が続いているので、

市民向けにわかりやすい他の内容も検討してほしい。 

事務局：2020 年度以降は、他の形式・内容を検討していきたい。 

 

（4）情報交換 

町田市自殺対策計画関連事業に関する取組状況について、委員間で情報交換

を行った。 

 

委員：統合失調症の方が自殺未遂となるケースが多い。また、再発を防止して

いきたい。 

委員：自殺に係る電話相談を受けている。電話相談の周知については、案内物

などを関係機関に設置していきたい。 

委員：法律相談の中で、夫婦間の不和、離婚の問題が多い。独居より同居の方

に自殺者が多い状況で、連携が必要と考えている。 

委員：病院としても自殺対策のプロジェクトがあり、病院内でも情報を共有出

来るようにしている。 

委員：自死遺族対策として、自死遺族の方が集まる「ゆっくりカフェ」を町田

市内で実施している。また、仕事をはじめて 1～2 年で自殺に至ってしまう

ケースを多く聞くので、若者対策としてのグーグル検索対応事業は良い事業

と感じる。 

委員：ストレスチェックに取り組んでいる。過重労働だと相談したくてもでき

る時間がないケースが多い。周囲が気付かないケースもある。「こころの耳」

という、厚生労働省の相談先がわかるホームページがあるので、活用してい

ただきたい。 

委員：雇用関係の相談を受けている。町田市庁舎内にも、1階にスペースを設

けて、2名の職員を配置しているところだが、密な相談が必要な場合は、ハ
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ローワークに来ていただきたい。 

委員：昨年は、総合相談ダイヤルに町田市で 3,000 件を超える相談があった。

40 歳～70 歳代の方の相談が全体の 90％なので、高齢化している。様々な側

面で関わり、１件でも自殺を減らすため対応したい。 

委員：複雑な相談に対して、円滑に解決を図れるよう、このような協議会で関

係機関の方々と顔つなぎをさせていただきたい。 

委員：役割上、実際に自殺が発生してしまった後の対応が多く、事前に関われ

る機会が少ない。特徴として、朝早くとか夜中など、対応しにくい時間帯の

発生が多い。現場で対応する職員のメンタルケアにも注意していきたい。 

委員：民生委員として、75 歳以上の方を見守る活動をしてきているが、本日

の報告を聞き、60 歳代の自殺死亡率が高いということで、もう少し、下の

世代の見守りをしてもいいのではないかという感想を持った。 

委員：自殺対策計画の概要を市内歯科従業員と共有した。子ども自身の口の中

の手入れが悪い場合は、子どもの事で親が困ってしまっているケースもある

ので、相談先などを共有していきたい。 

委員：薬局では、受診勧奨等を通して支援していきたい。また、自殺対策に関

するリーフレット等も各薬局に設置している状況である。悩みの相談先一覧

等を活用し、相談先を紹介するなど引き続き対応していきたい。 

委員：ここナビネット相談は、2017年度の約4,900件から2018年度は約10,500

件と相談件数が倍になっている。要因の一部としては、スマートフォンでサ

イトを閲覧した時にわかりやすくデザインした点。啓発の用紙を、小中学校

や公共施設に配布している。 

委員：会員に対して、健康診断やストレスチェック等の労務面の啓発をしてい

る。また健康経営の制度等を支援している。 

委員：今年度もゲートキーパー養成講座に積極的に参加していきたいと考えて

いる。 

委員：自殺対策は小学校の大きな問題である。未然の防止のために、心のアン

ケートと SOS の出し方に関する教育を実施している。また、子どもだけでな

く、子育てのことで困っている保護者も多いので、保護者が悩みを解決でき

るような連携を図りたい。 

 

（5）閉会 

事務局から、閉会が宣言された。 

 


